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８月１８日、厳しい暑さの中始まった２学期。長かった２学期も大きな事故もなく子供たちが元気に

学校生活を送ることができたのは、毎日の健康管理を含め、保護者や地域の皆様が常に子供たちに目を
向け、温かく見守ってくださったおかげです。２学期も本校の教育活動に関してご理解とご協力をいた
だきましたことを心より感謝申し上げます。 
 さて、本日は子供たち一人一人通信票を渡しました。担任や教科担当が一人一人を見つめ、2学期の
学習や行事を通して「何ができるようになり、どんな力が付いたか」「さらに伸ばすために何をしたら
よいか」ということが記されており、その子のよさや可能性をさらに伸ばしたいという願いがつまってい

ます。ご家庭でも親子で通信票を見ながら2学期の振り返りをし、今後の学校生活に対して前向きに取り
組んでいけるよう、意欲付けをお願いします。 
 明日から新しい生活様式の中で迎える11日間の冬休みとなります。色々な制限はありますが、一年を
締めくくり新しい年を迎える、この時期ならではの日本のよき文化や風習に触れる機会を作っていただ
ければと思います。また、年末の大掃除の手伝いなど、子供たちが家族の一員としての役割を果たすこ
とができる場面を作り、責任感や周りから感謝されることの喜びを実感させてください。掃除や料理を
することは、効率よく作業をするための手順を考えたり覚えたりするよい機会となります。生活の中か
ら身に付けていく知恵や技能は「生き抜く力」につながっていきます。 
 1月６日、元気に登校する子供たちの姿を楽しみに待っています。 

 

              

    
 

 １１月２８日に行われた校内持久走大会では、子供たちへたくさんの温かなご声援をいただきありが

とうございました。開会式で話した「自分のペースで最後まで走りぬく」ことを意識しながら、強い北風

にも負けず、一歩一歩を力強く踏み出して走る逞しい姿が印象的でした。持久走で目指すことは、体力向

上と目標達成に向けてがんばり抜ける力が身に付けられたかということです。持久力は一朝一夕では身

につきません。10月からの約2か月間をマラソンチャレンジ期間とし、朝・業間・授業等で目標を持ち、

全力で取り組む子供たちの姿は立派でした。誰でも得意、不得意があるのはあたり前。小学生の今は、自

分の可能性や特性を知るために、何事にも「全力で取り組む癖（くせ）」を付けることが一番大事だと考

えます。これからの生活の中で「自信がないなぁ･･･」「苦手だからイヤだなぁ･･･」と子供が言ったとき

「どこまでできるか、まずは全力で挑戦してみようよ！」というお家の方の一言が、勇気と全力で取り組

むためのエネルギーを与えます。子供の可能性の芽を伸ばしていけるよう、これからもよろしくお願い

します。                               。  
 
 
〔令和2年度 持久走大会入賞者〕 1･2年生 800m  3･4年生 １,000ｍ  5･6年生 1,500ｍ 

がんばりぬく子 

のふりかえりをしよう 



◇身体障害者福祉のための  ◇郷土を描く児童性徒美術展 ◇校内図画制作会入選  ◇人権作文 
児童生徒美術展    

特選 2年 園部 倖稀   特選 １年 荻野 稜良    １年 荻野 実花     ２年 持田 奈津 
入選 １年 中山 瑠架    入選 ２年 中山 琉翔      ２年 下田 衣千華    ３年 原島 美生  
      ３年 小暮 清仁            ３年 佐藤 光朔     ２年 福島 友瑞月     ４年 萩原 大雄 

４年 山岸 羽唯          ４年 萩原 大雄   ３年 春野 あおば    ５年 荻野 樹 
     ６年 小松 美結        ５年 川田 彩加   ４年 植木 郁斗     ６年 小松 美結 

       ６年 金井 環姫      ５年 小暮 天晴  
５年 森田 優里 

                             6年 吉田 莉捺 

 
 
            1に じ5いろ 
「にじいろ読書月間」では、読書に親しむ態度を育むために、先月の学校だよりでお

伝えした「親子読書」や１～３年生は２０冊以上、４～６年生は１０冊・８００ページ
以上を目標に取り組み、その結果、全校の７２％ の児童が目標達成することができまし
た。学校司書の菊池先生は、「達成率はもちろんですが、読んだ本の感想がしっかり書
かれていて、一冊一冊を大切にしっかり読んでくれたことが何よりも嬉しいです。」と話してくださいました。２
学期（12/10まで）の貸出数の一人平均は約４５冊。またブロック別の貸し出し最高冊数は、低学年１０８冊（平
均53冊）、中学年９０冊（平均54冊）、高学年８３冊（平均２９冊）でした。 
子供たちはすてきな本との出合いから知識や感性を豊かに広げています。冬休みはぜひ、「家族で読書」の時間

を作ってみるのはいかがでしょうか。 
 

 
                      
 
  

   

           

  

 

 

 

12 月は各学年とも「人と触れ合う」行事があり、貴重な体験から多くのことを学んだ 

ことでしょう。人との出会いから何を学び取るかは、一人一人のもつ「感性」なのだということを強く感じま
す。感性の豊かな子は人との出会いに感動し、それを自分のエネルギーにすることができます。これからも生
活の中で感性が磨かれる経験を、学校・家庭で協力しながら行っていきたいと考えます。 

 

                  

 

 

<1･2年>生活科発表 <3年>消防署見学  <4年>まごころ訪問  <5年>体育館ｷｬﾝﾌﾟﾌｧｲﾔｰ  <6年>さいたまﾌﾞﾛﾝｺｽ ﾊﾞｽｹ教室 

  

 

  じっくりと文字に向かう書初め  
のめの練習をしている子供たちの  
姿 は、ピリッとした緊張感があり  
普段と少し違う雰囲気です。 
本年度は地区展・県展とも展覧会 

は行わず、審査のみとなりますが、 
冬休み中も「集中力」をもって練習   
し、１月 12日に行われる「校内書  
初め制作会」に向けて準備をしてく

ださい。(1･2年生

はフェルトペンで

制 作 会 と な り ま

す。) 
「字は体を表す」
「書は人なり」 
深い言葉です・・。 
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思いやりのある子 
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◇学校閉庁中（12/29～1/3）の緊
急連絡先を通知にてお知らせし
ました。使用されないことを祈っ
ていますが、緊急の実態が起こっ
た場合は連絡をお願いします。 

〔園部 
倖稀さん〕 

〕 

〔荻野 
稜良さん〕 
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